上海線就航に係る認知度向上及びアウトバウンド需要喚起
プロモーション業務委託基本仕様書
１　委託業務名
上海線就航に係る認知度向上及びアウトバウンド需要喚起プロモーション業務
２　業務の目的
現在、令和７年７月１１日から中国東方航空の熊本－上海線が就航する予定であるが、当該路線は本県にとって初めての路線であり、就航初期は特に認知度向上に取り組む必要がある。
　　加えて、路線の維持・定着には、インバウンド・アウトバウンド双方向の渡航需要が必要であり、他の国際線でも相対的に利用が少ない熊本から海外へのアウトバウンド需要を喚起し、路線の利用促進や今後の路線の維持・振興を図る必要がある。
本件は、そうした状況を踏まえ、阿蘇くまもと空港上海線に係る県内での認知度向上及びアウトバウンド需要を喚起するための一連のプロモーション業務について委託を行うものである。
３　委託業務の内容
　下記のテーマ及び方針等を踏まえた広報企画を立案し、その企画に基づくコンテンツの制作及びプロモーション等の具体的な事業を実施する。


４　業務の実施
本業務の実施に当たっては、阿蘇くまもと空港国際線振興協議会及び空港運営会社と緊密な連携を保ちつつ事業を進めるものとし、企画コンペにおいて提案した企画書をもとに、協議を行いながら業務を進める。
５ 著作権に係る留意事項

（1） 委託業務に係る著作権（著作権法（昭和４５年法律第４８号）第２７条及び第
２８条に規定する権利を含む）は、原則として全て熊本県に帰属するものとし、
熊本県が自由に二次利用できるものとする。また、成果物に関する著作者人格権
を県又は県が指定する第三者に対して行使しないものとする。
（2） 作成に当たり、第三者（本県及び受託業者以外の者）が所有する素材を用いる
場合には、著作権処理等を適切に行うこと。
（3） 本仕様書に基づく業務に関し、第三者との間で著作権に係る権利侵害の紛争等
が生じた場合には、当該紛争等の原因が専ら熊本県の責に帰する場合を除き、受
注者は、自らの責任と負担において一切の処理を行うものとする。
（４）その他、ここに定めのない事項については、阿蘇くまもと空港国際線振興協議会と協議の上、決定するものとする。
６　業務委託期間

契約締結の日から令和８年（２０２６年）３月３１日（火）まで
７　予算額

８，５００千円（消費税及び地方消費税を含む）を上限とする。
提示額は、提案に当たっての目安（上限）となる額であり、契約額は別途設定する予定価格の範囲内で決定することとなるため、提示した額とは必ずしも一致しない。
【テーマ】


阿蘇くまもと空港「上海線」の認知度向上、アウトバウンド需要喚起、利用促進に係る一連のプロモーションを行うもの





【企画の方針等】


コンテンツ・訴求手法等


上海線のターゲット層を分析・明確化し、同路線の認知度向上に資する効果的かつ効率的な広報媒体や手法（WEB・交通広告、デジタルサイネージ、TV特番・CM等）、発信量等でプロモーションを行うこと。


県民の「中国」への渡航意欲を喚起し、行動に繋げるための広報戦略を立て、効果的な広報内容を設定すること。


広報内容には、くまモンを活用したプロモーション動画等の制作、及びそれを活用したプロモーションを含むこと。


熊本からのアウトバウンドの利用促進に資する中国の魅力（自然、食、文化、アクティビティ等）を盛り込んだ内容（コンテンツや仕掛け等）とすること。


広報展開のスケジュールは、上海線の就航時期など、就航初期の認知度向上の重要性等を考慮すること。


エリア・対象


　　　阿蘇くまもと空港を利用する熊本県内地域の居住者を主とする。





（３）プロモーションの効果測定について


　　　実施する一連のプロモーションについて、実績報告にあたっては、実施内容や実施結果に加え、可能な範囲で効果測定結果も提示すること。





【想定される企画内容】


様々な広報媒体（CM、デジタルサイネージ等）で上海線の認知度向上、利用促進に反復利用可能なプロモーション動画等の制作


その他、本事業の効果を高めると思われる独自の提案による企画等








